
雪米沢市文化財年幸請月
米沢市教育委員会

▲国史跡舘山城跡全景(東から撮影)

平成22年度より国史跡指定を目指して発掘調査を進めてきました閻臓鼠が、平

成28年3月1目付けの官報告示で国史跡の指定を受けました。本市では上杉潜憲談蒜霜

迎跡、米沢藩主上杉家墓所、一ノ坂遺跡、龍詣藁遺跡に続いて5件目の指定となり、山

形県内の史跡では28件目となります。

館山城跡は、伊達氏が米沢を本拠として版図を拡大した頃の政治的・軍事的な拠点となっ

た城館の1つであるとともに、山城と同時期の山麓居館跡(根小屋)が良好な状態で残さ

れています。東北地方南部の有力大名の城館構造だけではなく、中世社会の動向を知る上

で重要な城跡と評価されました。また、近年の発掘調査によって上杉氏による普請も確認

され、中世の山城が近世城郭へ変貌しようとしていたこともわかってきました。

今後、米沢市の新たな歴史遺産として整備・活用し、より多くの方々に足を運んでいた

だけるよう、保存整備事業を進めていく予定です。



一般文化財事業

一般文化財事業では、今年度も継続事業が中心でしたが、例年どおり多岐にわたる事業を実

施しています。以下、特に重点を置いた事業について紹介します。

【議竃離籍急誤認謹呈諾鵜認諾。細井平洲先生を郊迎し
た地として、昭和10年に国の史跡に指定されています。今年度は、嘗苗院庄蓑工事の4年目

となりました。保存修理工事は木工事や屋根工事を中心に進め、茅屋板葺きが進んだことで、

現場では完成が近づいていることを実感できるようになってきました。また、今年度は活用事

業として保存修理工事の現場見学会を開催し、併せて来跡者に保存修理工事の様子を伝える展

示パネルを製作しました。見学会には過去最多の約40名が参加し盛況でした。パネルはこれ

までの4年間の工事内容をまとめており、来跡者に保存修理工事の工程をわかりやすく伝えて

います。

来年度以降も保存修理工事と併せて、活用事業についても積極的に行い、来跡者に史跡のこ

とを知ってもらう機会を増やすことができればと考えています。

【山形県史跡整備市町村協議会総会・研修会】

山形県史跡整備市町村協議会(県史協)は、平成24年度に県内35市町村すべてが参加し

て設立されました。 4年目となる今年度の総会・研修会は、初めて置賜地域での開催となり、

米沢市が会場となりました。

総会と研修会の第一部は伝国の杜大会議室にて行われ、研修会第一部では文化庁の禰宜田

佳男主任文化財調査官に「史跡の現状と課題-ハードとソフトー」と題して講演をいただきま

した。第二部は、今年度中に国指定史跡となる予定の館山城跡に場所を移しての現地見学会と

なりました。総会・研修会には、県内の文化財行政担当者を中心に約50名が参加し、史跡整

備の具体的な事例などから、史跡の整備・活用について見識を深めることができ、県内の文化

財担当者同士の交流を図ることができました。

【諜誤嵩握讃議長蕎羞」は、置賜地方で大正時代頃まで
行われていた豊作祈願や成人儀礼のために利用されていたものであり、平成9年に国の重要

有形民俗文化財に指定されています。

今年度、保存修理工事を実施した行屋Ⅱ号棟は、壁面のき損が目立ち、従来は茅葺だった屋

根がトタン屋根となっているなど、文化財としての価値を復する措置が必要でした。保存修理

事業は、国・県・市からの補助事業として農村文化研究所が実施しました。文化庁の指導も受

けながら、き損の補修と茅葺きを中心とした保存修理工事は無事に竣工し、行屋Ⅱ号棟は往時

の姿を取り戻しました。今後は行屋を活用した事業も期待されます。

指藷器羞諾禁諜諾禦盤離京黒諾護器富
ます。また、上杉神社の指定文化財の調査や文化財指定候補の調査なども実施しました。

この他、市街地への出没が増加傾向にあるカモシカへの対応にも苦慮しているところですが、

今後とも文化財保護へのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。
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一般文化財事業

▲営門院庫裏屋根工事

▲普門院庫裏工事を紹介したパネル

▲禰宜田主任調査官の講演(県史協)

▲普門院庫裏保存修理工事現場見学会

▲県史協総会

▲舘山城跡での現地研修会(県史協)

▲行屋iI号棟保存修理工事の様子(修理前) ▲竣工した行屋=号棟
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埋蔵文化財事業

本年度の埋蔵文化財に関する発掘届及び確認調査の依頼件数は、平成28年2月28日現在

で45件、重要遺跡の保存日的調査2件を含めると47件となりました。これらのうち、主な

調査成果について紹介します。

【舘山城跡保存整備事業】

国指定史跡とその後の保存整備を行う館山城跡保存整備事業は、 6年目を迎えました。今年

度は7月に国史跡指定の意見具申書を文化庁へ提出し、 11月20日に開催された国の文化審

議会での答申を経て、本市で5件目の国指定史跡となりました。 9月には今後の整備にむけた

範囲・内容確認の発掘調査も継続して実施しております。また、館山城跡ガイドブックを作成・

販売し、史跡の現地案内も数多く引き受けるなど、普及活動も積極的に行いました。

館山城跡については、文化財特集でもまとめていますので、併せてご覧ください。

【戸塚山古墳群の調査(市内遺跡発掘調査等事業) 】

戸塚山古墳群の調査は7年目となりました。今年度も、国史跡指定に向けた範囲確認調査を

継続的に実施しました。

調査は、平成25年度から継続している小山支離B区M201号頃の最終的な調査を行いま

した。調査の結果、新たに墳丘福部に列石を伴い、一部に貼石が行われている可能性があるな

ど、これまで戸塚山古墳群の調査で知られている墳丘構造とは異なる様相が確認されました。

遺物の出土状況や年代差から、 7世紀第3四半期から8世紀第2四半期にかけて少なくとも

3回の埋葬が行われている可能性があります。

【大南遺跡の調査】

大南遺跡は、置賜広域行政事務組合の浅川最終処分場整備事業に伴う試掘調査で新たに確認

された遺跡です。調査の結果、縄文・古墳・奈良・平安・中世の複合遺跡とみられ、大規模な

遺跡であることが判明しました。平成28 ・ 29年度で記録保存を前提とした緊急発掘調査を実

施する予定です。

戸塚山古墳群とも近く、米沢市の新たな歴史の一幕が明らかになると期待されます。

【米沢城跡の調査】

米沢城跡は、伊達氏から上杉氏に関わる城館として旧城下町を中心に広い範囲が埋蔵文化財

包蔵地となっています。

今年度、城南一丁目の個人住宅建設に関わる確認調査の結果、工事によって影響を受ける遺

構・遺物が確認されたため、緊急発掘調査を実施しました。調査の結果、ほ詭笠糧蓮協議2棟を

はじめ、溝跡、土抗、柱穴などを確認しました。

出土遺物は16世紀後半から18世紀代の陶磁器類が出土しており、謎の多い伊達・蒲生時

代の城下の広がりを確認することできました。

今年度は館山城跡が国指定史跡となった節目の年となりました。来年度以降は、大南遺跡の

緊急発掘調査への対応を中心に、史跡の整備や活用にむけた普及啓発事業にも力を入れていく

予定です。今年度の事業にご協力を賜りました関係者の皆さまに御礼申し上げるとともに、今

後とも埋蔵文化財保護へのご理解とご協力をお願いいたします。
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埋蔵文化財事業

▲舘山城跡の発掘調査

▲戸塚山古墳群M 201号頃の発掘調査

▲舘山城跡発掘調査現場一般公開風景

▲戸塚山古墳群M 201号墳出土遺物



〈第4回文化財事業特集〉

今回の特集では、国指定史跡となった館山城跡について紹介します。

○館山城跡とは

館山城跡は、米沢市西部の館山・口田沢地区に所在する山城を中心とした城館跡です。南側

の大楢川、北側の小樽川を堀として利用した天然の萎拳です。山城の麓にある北館.東館と呼

ぶ平坦地では、山城と同時期の居住空間(根小屋)を発掘調査で確認しています。

なお、館山城の範囲は大楢川・’鬼面川の東側にも広がるとみられ、発掘調査で出土した遺物

と文献史料の検討から、 16世紀前半頃に地元有力者の新田氏に関わる城館として山城と山麓
ぎょかん てんしょう

居館が成立し、天正午郭1573へ1592)後半に行われた
伊達輝宗や政宗による普請によって城域が拡大したと考え

ています。さらに、発掘調査で新たに見つかった石垣は、

崖蓑も年(1600)に起きた関ケ原の戦い以降にみられる

技術が用いられており、上杉氏によって普請されているこ

とがわかりました。

以上のことから、館山城跡は本市ゆかりの戦国大名伊達 冬ニ

氏・上杉氏が関わった城館跡で、激動の中世戦国期から近

世への過渡期の様相を刻み込んだ歴史遺産といえます。
▲舘山城跡で発見された石垣

○国指定史跡とは?

史跡とは貝塚、古墳、都城跡、城跡旧宅等の遺跡で我が国にとって歴史上または学術上価値

の高いものを指し、そのうち国が保護を図っているものをいいます。史跡等に指定されたもの

については、現状を変更し、あるいはその保存に影響を及ぼす行為をしようとする場合、文化

財保護法の規定により文化庁長官に許可を得る必要があります。

今回の指定は館山城の全域ではなく、山城と山麓居館のうち条件の整った部分が指定されて

います(指定面積: 63,367.29壷)。

○これからの国史跡「舘山城跡」

国史跡に指定されたことで、ひとつの目的を達成するこ

とができましたが、これで終わりではありません。本市だ

けにとどまらず、日本を代表する史跡として評価された歴

史遺産の保護を図りながら、その歴史的意義や価値を後世

に伝えていかなくてはなりません。そのためには、より多

くの方々に国史跡「館山城跡」知っていただきたいと考え

ています。 ▲ 「舘山城跡」ガイドブック

昨年度作成した調査報告書の概要版(「館山城跡」ガイドブック)の活用・販売をはじめ、

平成28年度は指定記念の展示や講演会等も実施して、みなさまに館山城を知っていただく多

くの機会を提供していきます。また、現地では案内板や説明板の充実を図っていきます。

最後になりますが、地権者の方々、館山城保存会の方々をはじめ、多くのご理解・ご協力の

賜物でここに至ることができました。今後ともご支援賜りますようお願い申し上げます。
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平成27年度 米沢市文化財関係事業

区 分 平成27年度の重点事項 平成27年度の主な事業報告 

1.文化財共通 ○事業の語録 ・「米沢市文化財年報」No.28の発行 

○文化財に関する諮問機関の開催 ○文化財行政推進大会への参加 ○文化財の普及・教育 

・平成27年度米沢市文化財保護審議会の開催 

(第1回H27.7.21第2回H28.3.24) 

・全国史跡整備市町村協議会東北地区協議会総会への参加 

(山形県鶴岡市) 

・埋蔵文化財資料室・史跡等の見学対応、米沢チャレンジ 

ウイークの受け入れ(南原中) 

2.一般文化財 

○文化財の保護・調査・活用 ○指定文化財保存管理の充実 ○指定文化財環境整備の促進 ○無形民俗文化財後継者の育成 

・上杉神社指定文化財の調査 

・文化財候補の調査(関奥底) 

・文化財巡回指導(国・県指定文化財) 

・国指定史跡「上杉治憲教師郊迎跡」保存修理事業の継続 

(8年目、営門院庫裏の4年目) 

・重要有形民俗文化財「行屋」保存修理事業 

・国指定特別天然記念物「カモシカ」の保護 

・市指定天然記念物「ホタル」及び同「吾妻の白猿」の保護 

調査 

・文化財防火デー(法音寺・羽黒神社・善光寺) 

・県指定天然記念物「山上の大クワ」の管理 

・国指定史跡「上杉治憲敬師郊迎跡(営門院・羽黒神社)」 

及び同「米沢藩主上杉家墓所」の管理等に係る補助 

・県指定天然記念物「長町裏のエゾエノキ」に係る補助 

・指定文化財説明板の修繕(古志田束遺跡・西明寺のトラノオモミ) 

・国指定史跡「一ノ坂遺跡」及び市指定史跡「戸塚山古墳 

詳」、同「谷地河原堤防(直江石堤)」の環境整備(華 

刈・雑木除去等の実施) 

・県指定無形民俗文化財「樺山獅子踊」保存会への補助 

3.埋蔵文化財 ○文化財指定 ・「舘山城跡」国史跡指定 

○埋蔵文化財の調査 ○埋蔵文化財の情報収集及び周知 ○報告書の作成 ○埋蔵文化財の保存・活用・普及 

・「館山城跡」範囲及び内容確認調査 

・市指定史跡「戸塚山古墳詳」範囲確認調査(M201号墳) 

・中世城館跡調査(斜平山保活協との協働) 

・開発事業に際する事前協議及び埋蔵文化財包蔵地における 

土木事業前の試掘調査 

・大南遺跡の試掘調査及び開発に係る調整 

・米沢城跡の発掘調査(個人住宅) 

・埋蔵文化財調査報告書第109へ110集の刊行 

・米沢市埋蔵文化財資料室の維持管理 

・『館山城跡』ガイドブックの販売 

発行 米沢市教育委員会
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